
新日本美術協会             第 159号           平成 29年 8月 27日発行              （4） 

 
 
                    
 

 
 

2017-5-15（月）深川不動尊、富岡八幡宮 

 深川不動尊と富岡八幡宮の門前町には
江戸の下町風情が残っていて、粋な情緒

が垣間見られ、スケッチポイントとしては見

逃せない。成田から来たというお不動産の

境内や門前町商店の佇まい、描くたくなる 

次回予定 

当日朝 7 時の天気予報で降水確率 50％を超える場

合中止します。 

 

○2017-7-6（木）夜景浅草雷門 

  雷門前午後 5時集合 

○2017-8-17（木）上野不忍池の蓮の花 

  不忍池弁天堂前１０時集合 

○2017-9-24（日）芝公園増上寺 

  増上寺山門前 10時集合 

○2017-10-15（日）隅田川リバーサイド 

  浅草松屋南入り口 10時集合 

 

 

 

連絡先：一柳 幸 03-3712-9627 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 

 
2017-4-6（木）目黒川太鼓橋と桜 
昨今、目黒川は桜の名所となった。4 月

6 日のこの日、散るには早い 5 分から 7 分

咲きの盛りに咲ける花の下でのスケッチ

は、絵筆片手に花見とシャレて結構な風情

を満喫した次第。太鼓橋のたもとに以前に

はあった「太鼓うなぎ」の店の窓からボンボ

リの灯に照らされた夜空を見ながら蒲焼き

で一献傾けたことも懐かしい思い出だが、

今日は庶民的な蕎麦屋で画談のひと時を

楽しんだというわけである。 

  

 

 

 

  

がある。右側は様式、左側は和式で仲々雰囲気

の良い庭園でスケッチにはいいポイントがある。

その一角に憲政記念館があり都内の中心的な

場所にありながら落ち着いた静かな処である。 

入梅時期だが本日快晴，暑くなく心持よい日和

だった。 

の
も
つ
力
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

恒
例
の
外
部
審
査
員
の
芳
賀
先
生
を
お
招

き
し
て
の
講
評
で
は
、
作
品
の
良
い
点
、
改
善

す
べ
き
点
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
し
て
頂
き

ま
た
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
「
色
が
き
れ

い
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し

た
。
一
方
、
会
員
は
指
摘
さ
れ
た
点
を
今
後

の
制
作
に
活
か
す
た
め
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

り
、
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
大
変
有

意
義
な
２
時
間
で
し
た
。 

 

今
年
も
、
本
部
お
よ
び
他
支
部
か
ら
多
く

の
方
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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支
部
だ
よ
り 

 

 
 

神
奈
川
支
部 

支
部
長 

高
岩
正
男 

 

第
３
８
回
支
部
展
を
、
今
年
も
ア
ー
ト
ガ
ー

デ
ン
か
わ
さ
き
で
、
４
月
２
５
日
（
火
）よ
り
３
０

日
（日
）の
６
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
支
部
展
の
終
了
を
も
っ
て
、
鈴
木
支
部

長
か
ら
私
が
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
は
、
会
員
１
７
名
に
よ
る
絵
画
３
８
点
、

陶
芸
２
点
、
合
計
４
０
点
の
力
作
が
展
示
さ

れ
、
６
日
間
の
来
場
者
は
４
０
１
名
で
し
た
。 

初
日
の
展
示
か
ら
最
終
日
の
後
始
末
ま
で
の

各
作
業
は
、
す
べ
て
の
会
員
が
前
向
き
に
協
力

し
て
対
応
し
、
日
々
の
当
番
で
も
各
自
責
任
感

を
も
っ
て
し
っ
か
り
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰

様
で
、
支
部
展
は
無
事
に
、
盛
況
裡
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

      

 

 

 

 

 

会
期
中
、
会
員
の
女
学
校
時
代
の
恩
師
、

大
学
時
代
の
友
人
、
絵
画
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
な

ど
多
く
の
方
が
来
場
し
、
会
場
が
、
大
切
な
人

た
ち
と
の
再
会
の
場
、
楽
し
い
ひ
と
時
の
場
と

な
っ
て
い
る
様
子
に
、
い
つ
も
な
が
ら
、
絵
画
、

陶
芸 

 

 
 

東
京
支
部 

支
部
長 

大
石 

亨 

  

第
三
十
六
回
支
部
展
開
催 
 

 
 

 

第
三
十
六
回
新
日
本
美
術
協
会
・
東
京
支

部
展
が
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日
～

二
十
六
日
文
京
区
役
所
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

一
階
展
示
室
２
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

出
展
作
品
四
十
四
点
（（
絵
画
４
１
、
工
芸
３
）

十
九
名
が
参
加
出
展
し
ま
し
た
。
中
で
も
浅

田
満
喜
子
様
、
島
田
朝
子
様
、
薮
崎
久
仁
子

様
の
新
人
三
名
の
方
が
出
展
さ
れ
当
支
部
展

に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
今
後

を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
二
十
六
日
の
午
後
二
時
か
ら
は
芳
賀

先
生
（元
東
京
造
形
大
教
授
）
出
席
の
下
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
実
施
さ
れ
、
各
人
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
つ
い
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
作
品
制
作
の
上
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
初
日
の
二
十
二
日
に
は
近

く
の
居
酒
屋
“こ
ん
に
ゃ
く
え
ん
ま
”で
さ
さ
や

か
な
が
ら
懇
親
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
年

一
回
の
飲
み
会
と
あ
っ
て
だ
べ
り
、
飲
み
、
か
っ

食
っ
て
、
皆
さ
ん
大
い
に
懇
親
の
情
を
深
め
ま

し
た
。 

ものが多い。5 月ともなればアサリの旨

い時期だから深川丼のあの味に引き付

けられるのも良いだろう。さすが江戸深

川だ。 

 

ま
た
一
般
来
観
者
に
つ
い
て
は
当
会
場
の

交
通
の
便
の
良
さ
も
あ
っ
て
入
り
や
す
く

五
日
間
で
五
百
三
十
一
名
と
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
中
で
も
中
高
年
の
ご
婦
人
の
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
来
年
は
男
女
を
問
わ
ず
若
い
人
達

の
来
場
の
増
加
を
期
待
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
今
後
と
も
健
康
第
一
元
気
に
仲

良
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

  

編
集
委
員
募
集 

会
報
の
編
集
を
担
当
し
て
早
八
年
目
に
な

る
。
最
善
を
尽
く
し
て
は
い
る
も
の
の
、
長
く
や

っ
て
い
る
と
型
に
は
ま
り
惰
性
的
に
な
り
が
ち
で

す
。
原
稿
集
め
に
も
限
界
が
出
始
め
て
き
ま
し

た
。
編
集
委
員
の
四
方
さ
ん
が
体
調
不
良
の
為

休
会
す
る
と
い
う
事
で
編
集
人
が
不
足
に
な
り

ま
す
。
会
報
に
も
新
風
を
吹
き
込
む
い
い
機
会

な
の
で
編
集
人
を
募
集
し
ま
す
。
条
件
と
し
て

広
く
情
報
を
集
め
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
、
編

集
委
員
間
で
素
早
く
連
絡
し
、
意
思
統
一
す
る

た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
適
任
者
が
お
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
下
さ
い
。 

メ
ー
ル  

m
-odaka@

jcom
.zaq.ne.jp

 

携
帯  09078313149 

小
高
峯
夫 

2017-6-8（木）国会庭園憲政記念館 

桜田門前から国会議事堂を正面に見

る広い通りの右側と左側に国会前庭園 

mailto:メール%20　m-odaka@jcom.zaq.ne.jp

